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1.はじめに 

成人のみならず子供の頃の身体活動不

足は、生活習慣病の発症と関連しているこ

とが示されている。しかし、わが国の子供

及び成人おける身体活動量は少ない。その

ため、身体活動実施に影響を及ぼす要因を

明らかにし、実用的な支援方法を構築する

ことは喫緊の課題である。 

身体活動を推進するためには、社会人口

学的要因や心理社会的要因、環境要因等の

身体活動実施に関連する要因の特定や身

体活動推進の取り組みを行うことが重要

である。欧米や豪国では、特に環境要因に

焦点を当てた研究が行われ、人々の行動に

長期的に影響を与える環境を整備するこ

との有用性が示されている。演者はこれま 

で、日本人の子供及び成人に対し環境要因に着

目した身体活動を推進するための研究を行っ

てきた。本講演では、演者の所属する研究グル

ープが行ってきた研究を紹介し、明らかにでき

た点や不足している点について整理し今後の

課題について考えたい。 
 

2.身体活動に関連する環境要因の特定 

諸外国の研究から、身体活動を行うこと

に関連している環境要因はレクリエーシ

ョン施設や公共施設、目的地や公共交通機

関へのアクセスが良いことや歩道や交差

点があること等が挙げられている。これま

では、日本における子供の身体活動を推進

する環境要因の検討に関しては、幼児を対

象にした研究が認められるのみであった。

また、子供及び成人ともに歩行や運動、移

動等の人々が行う身体活動によって影響

する環境要因が異なることが指摘されて

いるが、推奨身体活動以外に歩行、通勤時

の身体活動等特定の身体活動に対し、どの

ような環境要因が影響を及ぼしているの

かの検討は少ないのが現状であった1,6)。そ

こで、演者らは通勤・通学中の歩行3,5)や学

校内の休み時間や放課後11)、学外の余暇時

間8)等の身体活動に関連する学校内外や自

宅近隣の環境要因を明らかにした。これら

の研究成果から、環境要因に着目し働きか

けを行うことによりわが国における身体

活動推進の可能性が示された。 
 

3.身体活動に間接的に影響を与える環

境要因の解明 

前述の研究より、個人を取り巻く環境要

因は身体活動に影響を与えることを示し

た。さらに、環境要因は個人内変数を媒介

して身体活動に影響を与えていることが

指摘されている。しかし、身体活動を推進
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するための心理、社会、環境要因と身体活

動の直接的な関連を検討した研究は多く

認められるが、これらの要因を因果モデル

で総合的に捉え、媒介変数を考慮した要因

間の影響の方向や強さ、また各要因の身体

活動に対する影響は直接的か間接的かを

示した研究は少ないのが現状であった。そ

こで日本人の子供12,13)及び成人2,7)を対象に

中等度以上の身体活動を規定する心理、社

会、環境要因の影響の関係とその影響力を

明らかにした。これらの研究より、身体活

動を推進する上でアプローチすべき要因

間の方向性や影響力が把握でき、効果的な

介入戦略を導くことができた。 
 

4.身体活動を推進するための環境要因に

着目した介入策の検討 

諸外国では子供の健全な発育発達のた

めに、安全で魅力的な空間づくりや施設・

用具の設置等学内環境整備を推奨してい

る。わが国でも環境要因と身体活動の関連

が示されたことから、次に環境要因を変化

させることによる身体活動への影響を実

証するための介入研究を実施した。具体的

には、学校の校庭を芝生化し物理的な環境

を変化させることにより、全ての子供に対

して日常的に身体活動を推進できる重要

な場面である学校の休み時間の身体活動

量の変化を検討した9)。その結果、校庭の

芝生化によって、昼休みにおいては男女と

もに身体活動量は減少したものの、中休み

の女子の中等度身体活動の増加が確認さ

れたことにより、環境要因に着目した身体

活動推進方策の1つを示すことができた。 
 

5.まとめ 

身体活動と環境要因の関連は、わが国におい

てもさまざまな研究者によりエビデンスが蓄

積されてきた。近年は、身体活動を行わないこ

とと独立し、座りすぎによる健康への悪影響が

示されている。そこで、環境要因と座りすぎの

関連を検討すること、さらには実際に環境を変

化させ身体活動を増やす/座りすぎを減らす取

り組みを行っていくことにより、わが国の子供

及び成人の少ない身体活動量増加ひいては健

康増進に貢献することができればと考える。 
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